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読解索を高める授業うくり
-小学校国語の文学的な文章教材を用いて一


















































































































































































































































































































































































































































































































































































2時間 ･友達に紹介したいことを選び,紹介カードを作るo紹介カードをもとに,友達-の の練習 す ○
讐 〇本の紹介活動を通して ｢きつね｣が主人公のいろいろな物語に触れ,それぞれの物語の良さやおもし
吹2 ろさを感じようとしているo
時間 ･本の紹介活動を通して友達の紹介の良さを認め,
はじめに,読解力を高める指導として,｢読解
力向上に関する指導資料｣にある ｢様々な文章や
資料を読む機会や,自分の意見を述べたり害いた
りする機会を充実すること｣の中の ｢多様なテキ
ストに対応した読む能力の育成｣に注目した｡こ
の能力と ｢小学校学習指導要領 監国語】｣の指導事
項 ｢目的に応じて,いろいろな本や文章を選んで
読むこと｣とを関連付けて,児童が目的を意識し
ながら文章を読む｡教科書(東京書籍)にある既習
の文学的な文章には｢花いっぱいになあれ｣や ｢あ
したも友だち上 ｢手ぶくろを買い に｣など,｢きつ
ね｣ を主な登場人物としているものが多いことに
気がついた｡各作品に出てくる ｢きつね｣は性格
や行動こそ違っているが,それぞれの作品には独
自の良さやおもしろさがある｡そこで今回は,｢き
つね｣をテーマに読書活動を展開する構成とした｡
自分なりの考え方や感じ方で,｢きつね｣が登場す
る物語の良さやおもしろさを見つけてい く｡ それ
を友達にも紹介したいという思いが読む目的にな
ると考え,言語活動とした｡
物語を友達に紹介するにあたっては,その物語
について自分なりの読みがあるということが前提
となる｡したがって,児童がその物語の登場人物
の性格や気持ちの変化,物語の展開のおもしろさ
などを読み取ることなしに友達に紹介することは
できないだろう｡そこで,まずは 『ごんぎっね』
を共通教材とし,紹介の仕方を全体で考えていく｡
ここでは,どのような紹介カードが良い かを児童
が考えられるようにすることが目的のため,登場
人物の心情や情景についての細かい読み取りは行
わない｡描写や挿絵,あるいは自分の感想などを
手がかりに,友達に紹介したいことを選び,自由
に紹介カードを書かせるようにする｡そして,全
体でカードを見合って,本を紹介する上でカード
に書かれると良いことについて話し合う｡このよ
うな全体での活動を取り入れることで,児童は紹
介カードの大まかなイメージをつかみ,友達に本
の良さやおもしろさを紹介するためには,細かい
読み取りも大事だということに気づくだろう｡
次に,今度は個人で ｢きつね｣の出てくる物語
を選び,友達に紹介するための準備-と学習は移
る｡ここでは,｢小学校学習指導要領 【国語】｣の
指導事項 ｢場面の移り変わりに注意しながら,壁
場人物の性格や気持ちの変化,情景などについて,
叙述を基に想像して読むこと｣を押さえる必要が
ある｡具体的には,同じ本を選んだ人同士で疑問
に思うところや気になる部分などについて話し合
い,登場人物について理解したり,その本を読ん
だことがある友達に分からない表現を尋ねたりし
ながら学習を進める｡叙述を基にして想像したり
根拠を明らかにして自分の考えを広げたりしなが
ら,自分の読みを追究していくような時間にして
いきたいと考える｡自分が物語の良さやおもしろ
さに気づくことができれば,おそらく友達に紹介
したいという思いは高まっていると考えられる｡
第二次には,｢友達に伝える｣という相手意識
を持って本の紹介カードを作る｡ここで大事にし
たいことは,｢読解力向上に関する指導資料｣の
｢様々な文章や資料を読む機会や,自分の意見を
述べたり書いたりすること｣にあるもう一つの｢自
分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能
力の育成｣である｡単にあらすじを紹介するよう
なカードではなく,自分の読みが反映するような
カードにしていく必要がある｡つまり,自分が感
じたことや考えたことがカードに書き込まれてい
る必要がある｡さらに,それらの文章が感想の羅
列にならないよう,簡潔さと分かりやすさの視点
を持って紹介したいことを書くように工夫する｡
また,紹介したい内容はそれぞれであると予想さ
れるので,書く内容は統一しなくても良いと考え
る｡自分は友達に何を紹介したいのかを明らかに
することが重要なことである｡
本の紹介活動は,｢私の紹介カードを見て,みん
なおもしろそうって言っていた｡うれしかったな
あ｡｣了友達が紹介してくれた優しいきつねの話を
読んでみたいなあ｡｣というような思いを児童が持
ち,友達の紹介の良さを認め合えるような時間に
していきたい｡紹介カードは図書室に置いていっ
でも見られるようにし,児童の学習の成果を学校
生活に反映させることも大切だと考えている｡
本を紹介する様子や紹介カー ドの内容はもと
より,友達に紹介された本を読み,本を通して児
童が交流している姿を見ることができれば,読解
力の向上に結び付いているのだろうと考えている｡
5 到達点と課題
本研究では,｢小学校学習指導要領 【国語】｣と
関連付けた授業実践と単元の開発を行った｡授業
実践を通して,児童の作品を分析し,思考を考察
すると,目的を意識しながら文章を読むことや思
考の過程が積み重なる言語活動を設定すること,
自分の考えに対して根拠や理由を持つことが重要
であると分かった｡
本研究は,中学年を対象としてきたが,他学年
における読解力を高める授業づくりも必要である｡
そこで,今回立てた授業構想を他学年においても
活かす方法を考えていきたい｡また,他の ｢読解
力を高める指導のねらい｣にも目を向けながら,
さらに授業構想を増やして授業実践をしていきた
い｡今回は扱わなかった説明的な文章での読解力
を高める授業づくりの可能性も探っていきたい｡
今後も,｢小学校学習指導要領 【国語】｣と ｢読
解力向上に関する指導資料｣に挙げられている 7
つの指導のねらいを関連付けながら,継続的に授
業づくりを行い,授業実践において一つ一つ効果
を検証していくことが筆者の一番の課題である｡
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